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岩城地域「 いわきクラブ 」
《岩城亀田愛宕町字上小路2-15 ☎72－2022》
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   「住所・氏名・年齢・連絡先・おたより」を明記のこと。
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3/19（木）
まで

3/19（木）
まで

3/19（木）
まで

　　

自
然
食
の
店「
い
わ
き
ク
ラ

ブ
」の
、池
田
通
義
さ
ん（
79
歳
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
創 

業

　

秋
田
市
で
外
材
荷
受
け
な
ど

の
木
材
産
業
を
営
ん
で
い
た
池

田
さ
ん
。仕
事
が
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
た
め
転
業
を
決
意
し
、こ

れ
ま
で
経
験
の
な
か
っ
た
飲
食

業
を
す
る
こ
と
に
。資
格
取
得

や
設
備
導
入
な
ど「
全
く
ゼ
ロ

か
ら
」の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、昭

和
54
年
現
在
の
場
所
に
開
店
。

経
験
を
持
つ
。あ
る
と
き
、自
ら

の
食
生
活
を
見
直
し
、玄
米
食
・

自
然
食
品
な
ど
を
取
り
入
れ
た

こ
と
で
子
宝
を
授
か
っ
た
。そ
の

後
も
自
然
食
品
を
中
心
と
し
た

食
生
活
を
送
っ
て
お
り
、添
加

物
な
ど
の
入
っ
た
も
の
は
ほ
と

ん
ど
口
に
し
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
経
験
か
ら
、自
然
食
品

に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
店
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
な
っ
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る

市
内
各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」を
紹
介
し
ま
す
。

第
37
回
は
、岩
城
地
域
の「
い
わ
き
ク
ラ
ブ
」で
す
。

「人間にとって食べ物が一番大切」と話す池田さんご夫婦。

《第37回》

■
よ
ろ
こ
び

　

添
加
物
が
氾
濫
し
て
い
る
世

の
中
で
、こ
だ
わ
り
を
持
ち
な
が

ら
仕
事
が
で
き
て
い
る
こ
と
。

■
今 

後

　

自
分
の
作
っ
た
も
の
で
喜
ん

で
く
れ
る
人
が
い
る
限
り
、頑
張

っ
て
続
け
て
い
き
た
い
。

　

こ
だ
わ
り
の
料
理
は
経
費
的

に
も
割
高
と
な
り
、商
売
と
し

て
は
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と

話
す
池
田
さ
ん
。周
囲
か
ら
は

「
普
通
の
食
材
で
作
っ
た
ら
？
」

と
の
声
も
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、

「
自
分
が
日
常
食
べ
な
い
も
の
を

お
客
さ
ま
に
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
」と
キ
ッ
パ
リ
。

　
〝
経
験
と
信
念
〞が
生
み
出
す

安
心
・
安
全
の
自
然
食
品
、一
度

味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

22

梶原利紀子さん（本荘地域）
堀井みち子さん（岩城地域）
小川　沙織さん（本荘地域）
小笠原周子さん（大内地域）
鈴木　成子さん（由利地域）

■
メ
ニ
ュ
ー
・
商
品

　

金
額
に
応
じ
た
各
種
コ
ー

ス
料
理（
２
千
円
程
度
か
ら
）。

◇
完
全
予
約
制
。全
て

の
料
理
が
、食
品
添
加

物
な
し
、無
農
薬
米
、

有
機
栽
培
な
ど
、徹
底

的
に「
自
然
食
」に
こ
だ

わ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

◇
仕
出
し
な
ど
の
注
文

に
も
対
応
。現
在
は
、カ

ダ
ー
レ
内「
ゆ
り
ぷ
ら

ざ
」で
弁
当
、惣
菜
な
ど

を
販
売
し
て
い
る
。

★
「
自
然
食
」
へ
の

こ
だ
わ
り

　

奥
さ
ん
の
百
合
子
さ

ん
は
、幾
度
か
流
産
を

重
ね
る
と
い
う
つ
ら
い

「ゆりぷらざ」での販売の様子。

●
熊野神社

●
亀田保育園

●亀田城
天鷺村●

いわきクラブ

営業時間／11：00～19：00
　　　　　　　（応相談）
定休日／不定休
席数／座敷（35人程度まで）

に

だ
わ

が
店
の

セ
プ
ト
に
な
っ
た
。

売の様子。

広い座敷でゆっくりと楽しめます。
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安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

さ
ら
に
前
進

さ
ら
に
前
進

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

さ
ら
に
前
進

　

重
大
な
災
害
や
、
災
害
の
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
国
土

交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
が

本
市
に
対
し
て
、
災
害
対
策
車
両

の
派
遣
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
を

定
め
た
「
災
害
時
等
の
自
治
体
支

援
に
関
す
る
覚
書
」
が
２
月
16
日

に
市
役
所
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
覚
書
に
よ
る
支
援
活
動

は
、
自
然
災
害
に
よ
る
道
路
障
害

物
の
除
去
、
堤
防
決
壊
や
ト
ン
ネ

ル
崩
落
対
応
、
災
害
対
策
車
両
派

遣
に
よ
る
人
命
救
助
な
ど
で
す
。

　

締
結
式
で
は
長
谷
部
市
長
が

「
こ
れ
に
よ
り
迅
速
・
的
確
な
活

動
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
心
強
く

思
い
ま
す
。
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
き
た
い
」
と
、
同
事
務
所
の
鈴

木
亘
所
長
が
「
近
年
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
す
災
害
が
増
え
て
い

ま
す
。
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
ま
で
も
行
っ
て
き
た
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
明
文
化
し
た

こ
と
に
よ
り
、
有
事
の
際
に
は
よ

り
緊
密
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
事
務
所
と
覚
書
を
締
結
す
る

の
は
県
内
で
６
番
目
の
自
治
体
と

な
り
ま
す
。

　

本
市
の
知
名
度
向
上
と
市
政
へ

の
応
援
・
協
力
を
目
的
に
創
設
さ

れ
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
本

市
出
身
者
や
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
を
委
嘱
し
て
い
る
「
ふ
る
さ

と
応
援
大
使
」
の
情
報
交
換
会
が

２
月
５
日
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
は
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
や

来
賓
、
各
地
域
の
ふ
る
さ
と
会
代

表
者
な
ど
27
人
が
出
席
。
情
報
交

換
で
は
、
市
か
ら
は
今
年
度
の
事

業
や
今
後
の
主
な
取
り
組
み
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
応
援
大
使

か
ら
は
「
由
利
本
荘
市
は
シ
ェ
ー

ル
オ
イ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
で
有
名
に

な
っ
て
い
る
」、「
う
ま
い
も
の
酒

場
が
好
評
」、「
研
究
者
に
な
れ
た

の
は
小
学
校
教
育
の
お
か
げ
」、

「
森
林
整
備
や
経
済
の
学
習
で
連

携
を
深
め
た
い
」、「
漫
画
を
通
じ

た
交
流
の
機
会
を
作
り
た
い
」
な

ど
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
東
京
営
業
所
を

持
つ
株
式
会
社
三
栄
機
械
が
初
参

加
し
、
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
向
け
て
も
意
義
深
い
会
と
な
り

ま
し
た
。

2平成 27年 3月 1日号　広報ゆりほんじょう

本
市
と
国
土
交
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
が

災
害
時
支
援
の
覚
書
を
締
結

本
市
の
知
名
度
向
上
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
向
け
、

ふ
る
さ
と
応
援
大
使 

情
報
交
換
会 

開
催

委嘱状交付の様子
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■
今
後
の
医
療
費
の
増
大
対
策
は
。

●
健
康
増
進
に
効
果
的
と
い
わ
れ

る
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
導
入
・

活
用
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た
ピ

ロ
リ
菌
抗
体
検
査
の
実
施
な
ど
、

将
来
に
向
け
た
医
療
費
抑
制
の
た

め
の
独
自
の
事
業
を
進
め
る
。

■
鶴
舞
温
泉
を
宿
泊
で
き
る
施

設
に
で
き
な
い
か
。

●
公
設
温
泉
と
し
て
の
役
割
を
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
。

■
台
湾
か
ら
の
旅
行
客
が
増
え

て
い
る
が
、
人
気
の
コ
ー
ス
は
？

●
紅
葉
、
鳥
海
山
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
雪
遊
び
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

た
コ
ー
ス
が
人
気
。

■
小
中
学
校
の
好
成
績
を
生
か

し
た
地
域
振
興
策
は
。

●
修
学
旅
行
、
学
習
旅
行
、
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
合
宿
な
ど
短
期
研

修
を
含
め
検
討
し
た
い
。

■
夜
間
に
お
け
る
水
道
事
務
所

の
連
絡
体
制
の
整
備
を
。

●
全
地
域
に
お
け
る
24
時
間
の
連

絡
体
制
を
検
討
し
て
い
る
。

■
4
月
に
新
し
く
発
足
す
る
「
ま

る
ご
と
営
業
本
部
」
と
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
関
係
は
。

●
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
市
内

　長谷部市長が各地域に足を運び、地域の方 と々意見交換を行う
「市民とのふれあいトーク」が1月16日の岩城地域からスタートし、
2月10日の矢島地域まで全地域で開催されました。
　この「ふれあいトーク」には合わせて680人が参加し、さまざまな
分野のご意見、ご要望をお寄せいただきました。今後も市民の声に
耳を傾け、皆さんの声を市政に反映できるよう努力してまいります
ので、ご理解とご協力をお願いいたします。
　各地域での主な意見・回答は次のとおりです。

■
今
後
の
医
療
費
の

●
健
康
増
進
に
効

グ
、
雪
遊
び
な
ど

た
コ
ー
ス
が
人
気

■
小
中
学
校
の
好

し
た
地
域
振
興
策
は

です。

、た施さ

●
全
地
域
に
お
け

絡
体
制
を
検
討
し

■
4
月
に
新
し
く

る
ご
と
営
業
本
部

各地域での主な意見 回

高
校
生
を
は
じ
め
Ｕ
タ
ー
ン
希
望

者
と
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
に
よ
る
定
住
、
移
住
に
力
を

入
れ
る
。

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
通
信
速
度
が
遅
い
。

●
27
年
度
か
ら
２
０
０
㍋
の
高
速

通
信
に
順
次
対
応
す
る
予
定
。

■
由
利
組
合
病
院
駅
を
整
備
し

て
ほ
し
い
。

●
今
の
と
こ
ろ
、
市
で
は
検
討
し

て
い
な
い
。
貴
重
な
ご
意
見
と
し

て
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

■
げ
ん
き
ア
ッ
プ
事
業
の
目
的

は
。

●
自
治
組
織
の
将
来
計
画
を
聞

き
、〝
そ
の
地
域
に
住
む
方
が
主
人

公
〞の
考
え
の
下
、本
来
町
内
会
が

持
っ
て
い
る
力
や
機
能
の
維
持
、活

性
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
。

■
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

具
体
的
方
策
は
。

●
人
口
減
少
対
策
戦
略
会
議
を

立
ち
上
げ
、
産
業
集
積
に
よ
る
雇

用
創
出
、
生
き
が
い
あ
ふ
れ
る
健

康
長
寿
社
会
の
形
成
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図
る
。

■
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
納

税
者
に
特
産
品
を
贈
る
こ
と
で
納

税
額
の
ア
ッ
プ
と
経
済
活
性
化
に

つ
な
が
る
の
で
は
。

かイ研所

持
っ
て
い
る
力
や
機

性
化
に
つ
な
げ
る
取

■
人
口
減
少
に
歯

具
体
的
方
策
は
。

●
昨
年
９
月
か
ら
12
種
類
の
特

産
品
を
返
礼
品
と
し
て
贈
っ
て
お

り
、
内
容
の
充
実
に
努
め
た
い
。

■
高
齢
者
世
帯
が
除
雪
に
苦
労

し
て
い
る
。
流
雪
溝
の
ふ
た
を
軽

量
素
材
の
も
の
に
更
新
し
て
ほ
し

い
。

●
高
齢
者
宅
前
の
ふ
た
を
試
験

的
に
軽
減
装
置
（
ス
プ
リ
ン
グ
）

付
き
に
交
換
し
、
好
評
を
得
て
い

る
。
今
後
も
優
先
順
位
を
つ
け
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

■
29
年
に
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
東

北
大
会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
る
。

八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
18
ホ
ー

ル
増
設
工
事
を
28
年
秋
ま
で
に
完

了
す
る
よ
う
進
め
て
ほ
し
い
。

●
利
用
者
も
年
々
右
肩
上
が
り
。

増
設
が
東
北
大
会
に
間
に
合
う
よ

う
最
大
限
努
力
す
る
。

■
海
士
剥
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー

は
、
も
っ
と
高
い
所
に
作
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

●
あ
く
ま
で
も
逃
げ
遅
れ
た
人
や

要
援
護
者
の
一
時
避
難
場
所
と
し

て
設
置
し
た
も
の
。
平
常
時
の
避

難
訓
練
な
ど
に
活
用
す
る
な
ど
、

防
災
意
識
高
揚
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
の
役
割
を
持
つ
。

■
学
童
保
育
は
小
学
校
3
年
生
ま

で
し
か
利
用
で
き
ず
、
6
年
生
ま
で 東。ー完

利
用
期
間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
。

●
６
年
生
ま
で
利
用
で
き
る
よ
う

に
関
連
条
例
の
改
正
を
３
月
に
予

定
し
て
い
る
。
今
年
４
月
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

■
以
前
、
西
目
高
校
と
由
利
工

業
高
校
の
合
併
が
話
題
に
な
っ
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

●
昨
年
６
月
、
第
７
次
高
等
学
校

整
備
計
画
素
案
が
示
さ
れ
た
が
、

具
体
的
な
高
校
名
は
入
っ
て
い
な

い
。
生
徒
数
減
少
に
伴
う
単
な
る

統
合
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
地
元

の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
い
て
ほ
し

い
と
伝
え
て
い
る
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
、

間
木
ノ
平
・
平
林
・
長
畑
集
落
も
通

る
よ
う
運
行
し
て
ほ
し
い
。

●
集
落
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、
効
果
的
な
運
行
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。※

２
月
13
日
に
開
催

し
た
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再

生
協
議
会
で
路
線
変
更
が
承
認
さ

れ
、
同
区
間
を
本
年
４
月
か
ら
運

行
開
始
予
定
。

■
鳥
海
山
観
光
に
欠
か
せ
な
い

路
線
で
あ
る
堰
口
〜
祓
川
間
は
、

一
部
幅
員
が
狭
く
大
型
バ
ス
が
走

れ
な
い
。

●
鳥
海
観
光
の
重
要
路
線
で
あ

り
、
狭
あ
い
箇
所
を
優
先
し
て
整

備
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

QQQQQQ

QQQQQ

QQQ

QQQQ

活る

増
設
が
東
北
大
会

う
最
大
限
努
力
す

海
士
剥
の
津
波

は
、
も
っ
と
高
い

■■Q
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平平
成
26
年
度
年
度
　
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

平
成
26
年
度
　
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

眞
坂 

洋
一
（
登
山
・
鳥
海
山
岳
会
）

髙
野 

貞
雄
（
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
・
県
デ
ィ
ス

ク
ゴ
ル
フ
協
会
）

山
谷 

洸
芽
（
レ
ス
リ
ン
グ
・
本
荘
南
中
３
年
）

金
子 

明
香
里
（
ボ
ー
ト
・
由
利
高
２
年
）

髙
橋 
雄
太
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ゆ
り
養
護
学
校

高
等
部
３
年
）　

野
呂 

瑞
季
（
ボ
ー
ト
・
富

山
国
際
大
４
年
）　

佐
々
木 

光
彦
（
弓
道
・

市
弓
道
連
盟
）　

佐
藤 

芳
則
（
ボ
ー
ト
・
明

治
安
田
生
命
）　

齋
藤 

勝
也
（
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
・
由
利
本
荘
市
役
所
）　

三
浦 

憲
一
（
弓

道
・
市
弓
道
連
盟
）　

中
村 
収
一
（
ク
レ
ー

射
撃
・
本
荘
ク
レ
ー
射
撃
協
会
）　

高
野 

栄

（
水
泳
・
県
障
害
者
水
泳
協
会
）

本
荘
高
校
端
艇
部
女
子　

タ
ブ
の
木
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ

佐
藤 

柊
太
（
ス
キ
ー
・
岩
城
小
２
年
）　

阿

部 

琥
太
郎
（
レ
ス
リ
ン
グ
・
新
山
小
３
年
）

渡
辺 

日
溜
（
空
手
・
小
友
小
３
年
）
今
野 

蒔
友
（
柔
道
・
同
）　

佐
藤 

圭
翼
（
空
手
・

鶴
舞
小
３
年
）　

菅
原 

日
雅
（
空
手
・
小
友

小
３
年
）　

佐
藤 

彩
来（
空
手
・
鳥
海
小
３
年
）

北
嶋 

咲
良
（
カ
ヌ
ー
・
尾
崎
小
４
年
）　

小

松 

由
乃
（
空
手
・
新
山
小
４
年
）　

今
野 

駿

（
ス
キ
ー
・
鳥
海
小
４
年
）　

梅
津 

心
寧
（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
東
由
利
小
４
年
）　

渡
辺 

雅

朗
（
空
手
・
鶴
舞
小
４
年
）
村
上 

聖
太
郎
（
カ

ヌ
ー
・
新
山
小
４
年
）　

齋
藤 

祐
希
（
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
東
由
利
小
４
年
）　

眞
坂 

梨
夢

（
ス
キ
ー
・
鳥
海
小
５
年
）   

村
上 

よ
つ
ば
（
ス

キ
ー
・
同
）   

中
村 

彩
花
（
柔
道
・
新
山
小

５
年
）冨
樫 

明
音（
同
）　

藤
原 

莞
人（
空
手
・

新
山
小
５
年
）　

小
沼 

流
聖
（
ス
キ
ー
・
鳥

海
小
５
年
）　

今
野 

有
理
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

岩
城
小
５
年
）　

土
田 

優
成
（
カ
ヌ
ー
・
鶴

舞
小
６
年
）　

梅
津 

友
熙
（
ス
キ
ー
・
東
由

利
小
６
年
）　

大
場 

万
弥
（
柔
道
・
小
友
小

６
年
）　

佐
藤 

沙
耶
（
卓
球
・
鳥
海
小
６
年
）

野
口 

悠
（
サ
ッ
カ
ー
・
西
目
小
６
年
）　

眞

坂 

朱
音
（
陸
上
・
鳥
海
小
６
年
）　

大
川 

蓮

（
水
泳
・
本
荘
北
中
１
年
）　

眞
坂 

樹
（
卓
球
・

本
荘
南
中
１
年
）　

伊
藤 

風
太
（
ス
キ
ー
・

大
内
中
２
年
）　

齋
藤 

蘭
丸
（
柔
道
・
本
荘

北
中
２
年
）　

佐
々
木 

智
哉
（
水
泳
・
同
）　

浦
山 

礼
央（
水
泳
・
同
）　

柴
田 

泰
史（
卓
球
・

本
荘
南
中
２
年
）　

佐
々
木 

汐
梨
（
ボ
ー
ト
・

同
）　

佐
々
木 

ひ
な
の
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

東
由
利
中
３
年
）　

石
田 

和
康
（
ボ
ー
ト
・

本
荘
南
中
３
年
）　

佐
藤 

龍
聖
（
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
・
岩
城
中
３
年
）
小
林 

朋
美
（
同
）　

佐
藤 

友
哉
（
同
）　

今
野 

晴
恵
（
同
）　

佐

藤 

汰
一
（
卓
球
・
鳥
海
中
３
年
）　

杉
田 

海

（
ス
キ
ー
・
本
荘
南
中
３
年
）　

三
浦 

光
太（
ボ

ク
シ
ン
グ
・
西
目
高
１
年
）　

佐
々
木 

汰
心

（
同
）
加
藤 

竜
（
同
・
西
目
高
２
年
）　

伊
藤 

勇
騎
（
同
）　

高
橋 

省
吾
（
同
）　

齋
藤 

諒

汰（
同
）　

猪
股 

周
平（
同
）　

高
橋 

仁
美（
柔

道
・
本
荘
高
２
年
）　

三
浦 

文
華
（
弓
道
・

本
荘
高
３
年
）　

成
田 

祐
也
（
弓
道
・
市
弓

道
連
盟
）　

熊
谷 

金
一
（
サ
ッ
カ
ー
・
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
）

新
山
ク
ラ
ブ
男
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

鶴
舞
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
友
唯
心
塾
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

矢
島
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
荘
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
荘
北
中
水
泳
部

本
荘
北
中
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

本
荘
北
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

本
荘
南
中
卓
球
部
男
子 

渡
邊 

眞
坂
組

本
荘
南
中
ボ
ー
ト
部
女
子 

齊
藤 

木
内
組

本
荘
南
中
ボ
ー
ト
部
男
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
Ａ

本
荘
南
中
ボ
ー
ト
部
男
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
Ｂ

本
荘
南
中
ボ
ー
ト
部
男
子 

石
田 

佐
藤
組

本
荘
東
中
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

矢
島
中
女
子
卓
球
部

岩
城
中
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

西
目
中
サ
ッ
カ
ー
部

鳥
海
中
女
子
卓
球
部

由
利
高
校
女
子
弓
道
部

由
利
高
校
ボ
ー
ト
部
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

市
弓
道
連
盟
本
荘
正
己
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
子
吉
川
チ
ー
ム

（
敬
称
略
）

4平成 27年 3月 1日号　広報ゆりほんじょう

　

長
年
に
わ
た
り
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
や
、
各
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
選
手
や
チ
ー
ム
の
栄
光

を
た
た
え
る
「
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
２
月
12
日
、
ア
ク
ア
パ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
決
意
を
新

た
に
さ
ら
な
る
前
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

24
団
体
・
66
個
人
を
表
彰

功
労
賞

特
別
栄
光
賞
〈
個
人
〉

奨
励
賞
〈
個
人
〉

栄
光
賞
〈
個
人
〉

栄
光
賞
〈
団
体
〉

奨
励
賞
〈
団
体
〉
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こ
の
事
業
を
通
し
、
子
育
て
の

相
談
や
親
子
の
交
流
が
で
き
る
地

域
子
育
て
支
援
拠
点
、
一
時
預
か

り
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

　

市
で
は
、新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に

当
た
り
、「
由
利
本
荘
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
新
制
度
の
も
と

で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

子
ど
も
一
人
一
人
が
健
や
か
に
、

心
豊
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
市
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　

計
画
は
「
地
域
で
支
え
、
次
世

代
を
育
む　

子
育
て
の
喜
び
あ
ふ

れ
る
社
会
（
ま
ち
）
づ
く
り
」
を

基
本
理
念
と
し
て
、
６
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
計
画
の

内
容
は
、
今
月
中
旬
に
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

市
役
所
・
各
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
窓
口
で
閲
覧
に
供
す
る
予
定
で

す
。

　

市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
地
域
全

体
で
子
育
て
を
支
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
に
包
ま
れ
、
子
育
て
の
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
社
会
を
実
現
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

と
保
育
園
に
関
す
る
こ
と
は
子
育

て
支
援
課
（
☎
24
―
６
３
２
０
）

ま
で
、
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と
は

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課

（
☎
32
―
１
３
３
０
）
ま
で
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
地
域
で
支
え
る

　　
4
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

市
で
は
、
新
制
度
の
も
と
で
、
す

べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象
に
、

幼
児
教
育
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
子

育
て
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
新
制
度
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
別
々

だ
っ
た
「
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
」
が
、
共
通
の
「
施

設
型
給
付
」
と
な
り
、
財
政
支
援

が
一
本
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
運
営
の
安
定
と
合
わ
せ
、
サ
ー

ビ
ス
や
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

新
制
度
で
新
た
に
「
地
域
型
保

育
給
付
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

三
歳
未
満
を
対
象
と
し
て
、
施
設

よ
り
少
人
数
単
位
の
保
育
事
業
も

国
の
補
助
対
象
と
な
り
、
き
め
細

か
な
保
育
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

新
制
度
で
幼
児
教
育
や
保
育
サ

1
　
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
を
通
じ
た
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

5
　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画

的
に
施
策
を
推
進

2
　
新
し
く
「
地
域
型
保
育
」

を
創
設
、
家
庭
的
保
育
な
ど
に

も
財
政
支
援

4
　
地
域
の
実
情
に
応
じ
、拡
充

「
地
域
子
ど
も･

子
育
て
支
援
事
業
」

3
　
幼
稚
園
や
保
育
園
の
利
用

に
は
「
認
定
証
」
が
必
要
に

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
子
ど
も
は
、

こ
れ
ら
を
受
け
る
必
要
性
に
応
じ

て
「
認
定
証
」
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
認
定
区
分
は
次
の
３

種
類
で
す
。

・
１
号
認
定　

満
三
歳
以
上
で
、

　

主
に
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園

　

を
利
用
し
た
い
場
合

・
２
号
認
定　

満
三
歳
以
上
で
、

　

保
育
が
必
要
な
理
由
が
あ
り
、

　

保
育
所
な
ど
を
利
用
し
た
い
場
合

・
３
号
認
定　

三
歳
未
満
で
、
主

　

に
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
、

　

少
人
数
で
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
し
た
い
場
合

　

併
せ
て
、
２
号
・
３
号
認
定
の

子
ど
も
は
保
護
者
や
家
族
の
就
労

状
況
に
よ
り
、
保
育
時
間
の
長
さ

が
「
標
準
時
間
」
と
「
短
時
間
」

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
認
定
の
手
続
き
は
入
園

申
込
と
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象

と
し
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
を
充

実
す
る
た
め
、
新
制
度
で
「
地
域

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

拡
充
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

「
子
育
て
支
援
　 

制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
地
域
で
支
え
る

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
地
域
で
支
え
る

「
子
育
て
支
援

制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

「
子
育
て
支
援
　 

制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

「
子
育
て
支
援
　 

制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

新



　

市
文
化
財
保
護
団
体
連
合
会
と

本
荘
地
域
文
化
財
保
護
協
会
の
主

催
に
よ
る
講
演
会
「
社
寺
建
築
の

見
方
・
調
べ
方
」
が
２
月
７
日
、

西
目
公
民
館
「
シ
ー
ガ
ル
」
で
開

か
れ
、
約
１
７
０
人
の
聴
講
者
が

江
戸
時
代
の
社
寺
建
築
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

講
師
の
秋
田
公
立
美
術
大
学
教

授
澤
田
享
氏
は
、
日
本
古
建
築
・

近
代
建
築
の
専
門
家
で
、
本
市
の

多
く
の
歴
史
的
建
造
物
に
つ
い
て

調
査
、
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
最
初
に
古
代
・
中

世
・
近
世
な
ど
の
建
造
物
の
年
代
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道
の
駅
「
東
由
利
」
特
設
会
場

で
２
月
８
日
、
雪
も
の
が
た
り

２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
「
雪
中
宝
さ
が
し
」

や
「
親
子
そ
り
レ
ー
ス
」
な
ど
雪

を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
乗
車
体
験
が
行

わ
れ
、
乗
車
し
た
子
ど
も
た
ち
は

雪
原
を
切
る
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の

走
り
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

区
分
や
、
建
立
年
代
や
大
工
名
な

ど
が
記
載
さ
れ
た
「
棟
札
」、
社

寺
の
構
造
な
ど
を
説
明
。続
い
て
、

社
寺
建
築
に
用
い
ら
れ
る
化
粧
を

兼
ね
た
梁
で
あ
る
「
虹
梁
」
の
特

徴
に
よ
る
年
代
判
定
法
を
解
説
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
市
の
矢
島
町
荒
沢

「
八
幡
神
社
」、宮
内「
八
幡
神
社
」、

赤
田
「
長
谷
寺
大
仏
殿
」、
松
ヶ

崎
「
八
幡
神
社
」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
虹

梁
」
な
ど
を
写
真
で
比
較
。
聴
講

者
た
ち
は
、
施
さ
れ
た
装
飾
や
彫

り
の
特
徴
に
よ
る
年
代
判
定
の
ポ

イ
ン
ト
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
造
ら
れ

た
人
気
ア
ニ
メ
「
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
」
や
「
ア
ナ
と

雪
の
女
王
」
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
雪
像
を
バ
ッ
ク
に
、

記
念
撮
影
を
す
る
来
場
者

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
家
族
３
人
と

共
に
ま
つ
り
に
来
た
寒
川

明
凛
さ
ん
（
６
歳
・
秋
田

市
）
は
「
弟
と
一
緒
に
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
乗
り
ま

し
た
。
ス
ピ
ー
ド
が
出
て

楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
息

を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
超
神
ネ
イ

ガ
ー
と
の
餅
つ
き
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は

雪
国
な
ら
で
は
の
ま
つ
り

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
、
矢
島
駅
前
広
場
を

主
会
場
に
「
や
し
ま
冬
ま
つ
り
」

が
、
天
寿
酒
造
と
佐
藤
酒
造
店
で

は
「
酒
蔵
開
放
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
駅
前
に
は
、
地
元
の
特
産

品
の
ほ
か
友
好
都
市
の
香
川
県
丸

亀
市
観
光
協
会
が
出
店
。
来
場
者

ら
は
讃
岐
う
ど
ん
を
次
々
に
買
い

　

棒
で
川
面
を
た
た
い
た
り
川
底

を
つ
つ
い
た
り
し
な
が
ら
、
寒
さ

で
動
き
の
鈍
く
な
っ
た
鯉
を
刺
し

網
に
追
い
込
む
子
吉
川
の
伝
統
漁

法
「
追
い
込
み
漁
」
が
２
月
８
日
、

子
吉
川
の
薬
師
堂
水
門
近
く
で
行

わ
れ
、
マ
ゴ
イ
な
ど
12
匹
を
水
揚

げ
し
ま
し
た
。
子
吉
地
区
漁
族
保

護
組
合
（
鈴
木
学
組
合
長
）
の
主

催
に
よ
り
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

３
隻
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
組
合

員
15
人
が
、
最
初
に
刺
し
網
を
仕

求
め
、
本
場
の
味
を
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
丸
亀
市
の
ご
当

地
グ
ル
メ
「
骨
付
鳥
」
も
販
売
さ

れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

駅
前
広
場
で
は
、
お
菓
子
や
み

か
ん
を
宝
に
見
立
て
た
「
雪
中
宝

探
し
」
や
、
雪
の
滑
り
台
を
楽
し

む
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
」
に

掛
け
、
約
１
０
０
㍍
上
流
か
ら
木

や
竹
の
さ
お
を
使
っ
て
刺
し
網
に

向
か
っ
て
鯉
を
追
い
込
み
ま
し

た
。
こ
の
日
は
３
回
の
漁
が
行
わ

れ
、
例
年
よ
り
水
温
が
高
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
２
回
目
ま
で
は
ニ

ゴ
イ
し
か
捕
れ
な
か
っ
た
も
の

の
、
３
回
目
は
全
長
70
㌢
の
マ
ゴ

イ
が
捕
れ
る
大
漁
と
な
り
、
組
合

員
は
ず
っ
し
り
と
し
た
網
を
満
面

の
笑
み
で
引
き
揚
げ
て
い
ま
し

た
。

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
し

た
。

　

今
年
は
「
や
し
ま
雪
夜
の
冬
ま

つ
り
」
が
同
日
開
催
さ
れ
、
雪
灯

籠
や
ミ
ニ
か
ま
く
ら
に
明
か
り
が

と
も
さ
れ
る
と
、
矢
島
駅
周
辺
は

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
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文
化
財
講
演
会
　
社
寺
建
築
の
見
方
を
学
ぶ

澤田享教授

子
吉
川
の
風
物
詩 

寒
鯉
の
追
い
込
み
漁

宮内「八幡神社」の海老虹梁（えびこうりょう）

ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー

雪
も
の
が
た
り
２
０
１
５

町
中
に
に
ぎ
わ
い
　
や
し
ま
冬
ま
つ
り
・
酒
蔵
開
放

　

第
５
回
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
２

月
22
日
、
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー

場
で
行
わ
れ
、
大
回
転
１
本
制
で

タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
年
代
・
性
別
で
17
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
市
民

な
ど
百
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
絶
好

の
好
天
の
下
、
選
手
た
ち
は
果
敢

に
旗
門
を
攻
め
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

結
果
（
各
組
優
勝
者
・
敬
称
略
）

▽
キ
ッ
ズ　

大
場
泰
斗
（
大
内
ス

ポ
小
）▽
小
学
１
・
２
年
男
子　

佐
藤
柊
太
（
同
）▽
同
女
子　

伊

藤
洵
（
同
）▽
小
学
３
・
４
年
男

子　

今
野
駿
（
オ
コ
ジ
ョ
Jr.
ス
ポ

少
）▽
同
女
子　

佐
藤
多
恵
（
同
）

▽
小
学
５
・
６
年
男
子　

三
浦
雅

こ
う
り
ょ
う

冶
（
矢
島
ス
ポ
小
）▽
同
女
子　

村
上
よ
つ
ば
（
オ
コ
ジ
ョ
Jr.
ス
ポ

少
）▽
中
学
男
子　

眞
坂
颯
太（
鳥

海
中
）▽
成
年
男
子
Ｂ　

黒
政
稔

（
一
般
）▽
同
Ｃ　

土
田
順
（
ス
ー

パ
ー
デ
ラ
カ
ケ
隊
）▽
同
Ｄ　

岩

井
秀
志
（
レ
ン
ド
リ
ッ
ヒ
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
）▽
同
Ｅ　

黒
木
悟
（
シ

ル
バ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
Ｂ
）▽
同
Ｆ

播
磨
一
男
（
シ
ル
バ
ー
レ
ー
シ
ン

グ
Ｂ
）▽
同
Ｇ　

佐
藤
清
勝
（
シ

ル
バ
ー
レ
ー
シ
ン
グ
Ａ
）▽
成
年

女
子
Ａ　

東
海
林
絵
美
（
ス
ー

パ
ー
デ
ラ
カ
ケ
隊
）▽
同
Ｂ　

加

藤
美
加
（
大
内
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

▽
同
Ｃ　

菊
地
麻
衣
子
（
一
般
）

▽
同
Ｄ　

佐
藤
祐
子
（
シ
ル
バ
ー

レ
ー
シ
ン
グ
Ｂ
）

ス
キ
ー
ヤ
ー
百
人
が
大
回
転
に
挑
む
　
市
民
ス
キ
ー
大
会

む
な
ふ
だ



日
時　

４
月
３
日
〜
12
月
25
日
の

　

毎
週
金
曜　

18
時
45
分
〜
20
時

　

45
分

対
象　

本
市
在
住
の
外
国
出
身
者

　
（
企
業
研
修
生
を
除
く
）
お
よ

　

び
そ
の
子
ど
も
（
小
・
中
学
生
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ

内
容　

初
級
・
中
級
程
度
の
日
本

　

語
学
習
（
日
常
会
話
、
読
み
書

　

き
）
と
漢
字
の
読
み
方
、
書
き

　

方
な
ど

◎
レ
ベ
ル
に
よ
り
コ
ー
ス
を
設
定

受
講
料　

３
千
円
程
度
（
テ
キ
ス

　

ト
代
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
19
日
（木）
ま
で
、
中
央
公
民

　

館　

☎
22―

０
９
０
０
、
藤
嶋

　

さ
ん　

☎
22―

６
０
０
３

　

県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協

力
・
理
解
な
ど
の
多
文
化
共
生
を

推
進
す
る
活
動
を
行
う
民
間
の
団

体
を
対
象
に
、
そ
の
事
業
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

募
集
期
間
・
事
業
の
実
施
時
期

【
１
期
募
集
】
３
月
１
日
〜
31
日

　
（
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月

　

31
日
）

【
２
期
募
集
】
７
月
１
日
〜
31
日

　
（
８
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月

　

31
日
）

【
３
期
募
集
】
10
月
１
日
〜
31
日

　
（
11
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月

　

31
日
）

助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費
総
額

　

の
う
ち
上
限
８
万
円

回
数　

同
一
年
度
に
つ
き
一
団
体

　

１
回
、
同
一
団
体
に
よ
る
同
一

　

事
業
に
対
す
る
助
成
は
３
回
が

　

限
度

◎
詳
し
く
は
秋
田
県
国
際
交
流
協

　

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

　

た
だ
け
ま
す
。

◎
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
協

　

会
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
秋
田
県
国
際
交
流
協

　

会　

☎
０
１
８―

８
９
３―

５

　

４
９
９

　

ひ
が
し
ゆ
り
雪
ま
つ
り
ツ
ア
ー

第
３
弾
と
し
て「
雪
山
八
塩
登
山
」

を
開
催
し
ま
す
。
頂
上
で
記
念
写

真
を
撮
り
、
下
山
後
は
黄
桜
温
泉

で
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い

日
時　

３
月
８
日
（日）　

９
時
〜
15

　

時
（
登
山
開
始
10
時
）

集
合
場
所　

東
由
利
総
合
支
所

　
（
バ
ス
で
登
山
口
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

参
加
料　

６
０
０
円
（
湯
楽
里
入

　

浴
券
、
傷
害
保
険
含
む
）

◎
か
ん
じ
き
、
防
寒
具
な
ど
の
登

　

山
用
具
・
昼
食
は
各
自
で
準
備

　

く
だ
さ
い
。

◎
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
５
日
（木）
ま
で
、
市
観
光
協

　

会
東
由
利
支
部
（
東
由
利
産
業

　

課
）　

☎
69―

２
１
１
６

日
時　

３
月
17
日
（火）　

10
時
〜

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以

　

上
の
方

年
会
費　

３
千
円

持
ち
物　

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

　

銀
行
、
秋
田
し
ん
せ
い
農
協
、

　

羽
後
信
用
金
庫
の
い
ず
れ
か
の

　

通
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　

☎
24―

５
１
１
１

　

電
源
開
発
㈱
が
子
吉
川
河
口
南

側
に
お
い
て
計
画
中
の
「（
仮
称
）

由
利
本
荘
海
岸
風
力
発
電
事
業
」

に
関
し
て
、「
環
境
影
響
評
価
書
」

の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
場
所　

市
役
所
生
活
環
境
課
、

　

西
目
総
合
支
所
振
興
課

縦
覧
期
間　

３
月
30
日
（月）
ま
で　

　

９
時
〜
17
時（
土
日
・
祝
日
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先　

電
源
開
発
㈱

　

風
力
事
業
室　

☎
０
３―

３
５

　

４
６―

９
６
０
０

　

高
校
、
大
学
な
ど
の
入
学
時
・

在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　

３
５
０
万
円
以
内
（
子

　

ど
も
１
人
当
た
り
）

金
利　

２
・
２
５
㌫
（
固
定
金
利
）

◎
詳
し
く
は
、
日
本
政
策
金
融
公

　

庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
ロ
ー
ン
コ

　

ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０

　

―

０
０
８
６
５
６
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ

　

Ｐ
電
話
な
ど
の
場
合
は
☎
０
３

　

―

５
３
２
１―

８
６
５
６

　

４
月
16
日
（木）
か
ら
29
日
（水）
に
開

催
さ
れ
る
本
荘
さ
く
ら
ま
つ
り
の

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
場
所　

本
荘
公
園
内
二
の
丸

　

東
側
広
場

出
店
規
定　

本
荘
地
域
居
住
者
お

　

よ
び
業
者
を
優
先

出
店
規
模　

間
口
５
・
４
㍍
、
奥

　

行
３
・
６
㍍

募
集
小
間
数　

22
小
間

出
店
料　

市
内
出
店
者　

１
万
円
、

　

市
外
の
商
業
者
・
組
合
・
団
体

　

ま
た
は
個
人　

１
万
５
千
円　

　
（
１
小
間
あ
た
り
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
２
日
（月）
〜
11
日
（水）
ま
で
、

　

市
観
光
協
会
本
荘
支
部
（
観
光

　

文
化
振
興
課
内
）　

☎
24―

６

　

３
７
６

◎
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
上
、

　

３
月
13
日
（金）
ま
で
に
連
絡
し
ま

　

す
。

　

温
泉
水
の
プ
ー
ル
で
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
】

開
催
日　

３
月
３
日
（火）　

　

毎
週
火
曜
日　

全
４
回

　

10
時
半
〜
11
時
20
分

定
員　

20
人

参
加
料　

５
０
０
円

◎
参
加
料
を
教
室
初
日
に
い
た
だ

　

き
ま
す
。
プ
ー
ル
使
用
料
は
毎

　

回
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

遊
泳
館　

☎
24―

０
１
３
４

活
動
内
容　

子
吉
川
に
関
す
る
不

　

法
投
棄
な
ど
の
情
報
提
供

活
動
範
囲　

子
吉
川
河
口
〜
新
二

　

十
六
木
橋
ま
で

募
集
人
数　

１
人
（
選
考
あ
り
）

応
募
資
格　

市
在
住
で
子
吉
川
に

　

接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛

　

護
に
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上

　

の
健
康
な
人

報
酬　

月
額
４
５
０
０
円
程
度

任
期　

７
月
１
日
か
ら
１
年
間　

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

４
月
15
日
（水）
ま
で
、
国
土
交
通

　

省　

秋
田
河
川
国
道
事
務
所　

　

河
川
管
理
課　

☎
０
１
８―

８

　

６
４―

２
２
９
０

第
１
次
試
験
日　

６
月
７
日
（日） 

会
場　

秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部

　

３
号
館
（
予
定
）

受
付
期
間　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　

４
月
１
日
（水）
〜
13
日
（月）
受
信
有

　

効
受
験
資
格　

●
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
で
大
学
を
卒
業
・
平
成
28
年

　

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
労
働
局　

　

総
務
部
総
務
課
人
事
係　

☎
０

　

１
８―

８
６
２―

６
６
８
１

第
１
次
試
験
日　

６
月
７
日
（日） 

受
付
期
間　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　

４
月
１
日
（水）
〜
13
日
（月）
受
信
有

　

効
、【
持
参
・
郵
送
】
４
月
１

　

日
（水）
〜
２
日
（木）　
　

受
験
資
格　

●
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
で
大
学
を
卒
業
・
平
成
28
年

　

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
、
ま

　

た
は
人
事
院
が
そ
れ
と
同
等
の

　

資
格
が
あ
る
と
認
め
た
人

問
い
合
わ
せ
先　

仙
台
国
税
局　

　

人
事
二
課
試
験
研
修
係　

☎
０

　

２
２―

２
６
３―

１
１
１
１

訓
練
科
・
定
員　

金
属
加
工
科（
15

　

人
）、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ

　

ン
科（
18
人
）

訓
練
期
間　

５
月
11
日
（月）
〜
10
月

　

30
日
（金）　

９
時
20
分
〜
15
時
40

　

分
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申

　

し
込
み
を
し
、
技
術
・
技
能
を

　

身
に
つ
け
再
就
職
を
希
望
す
る

　

人
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別

　

途
）

申
込
期
限　

４
月
６
日
（月）　

問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン

　

タ
ー
秋
田　

訓
練
課
受
講
者
第

　

一
係　

☎
０
１
８―

８
７
３―

　

３
１
７
８
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暮らしのお知らせ

本
荘
さ
く
ら
ま
つ
り
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す

平
成
27
年
度「
日
本
語
学
習
教
室
」

受
講
生
募
集

３
月
か
ら
の「
遊
泳
館
」水
泳
教
室

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

「
Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金
」募
集

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験（
大
卒
程
度
）

国
税
専
門
官
採
用
試
験（
大
卒
程
度
）

「
環
境
影
響
評
価
書
」縦
覧
し
ま
す

「
公
共
職
業
訓
練
」訓
練
生
募
集

　市では、災害の発生に備え防災に関する「由利本荘
市地域防災計画」を作成し、法令に基づいて実施して
います。
　近年、頻発する災害への予防・応急対策の更新や東
日本大震災の教訓により改正された「災害対策基本
法」の趣旨を反映させるため計画修正案の作成を進め
てきました。修正案について市民の皆さんからの意見
を募集します。
資料閲覧場所　市ホームページ、危機管理課（市役所
　本庁増設棟２階）、各総合支所振興課
意見募集期間　３月２日（月）～26日（木）　17時まで
対象　ご意見を提出できるのは、次のいずれかに該当
　する人（法人その他の団体も含む）です。
　１．市内に住所のある人
　２．市内の事務所または事業所に勤務している人  
　３．市内の学校に在学している人
　４．市内に事務所または事業所のある法人その他の
　　団体 
　５．市に納税義務がある人、および法人その他の団
　　体
意見提出方法 　危機管理課に郵便・ＦＡＸ・Ｅメール
　により意見書（市ホームページよりダウンロードでき
　ます）を送付するか、直接持参ください。（いずれの場
　合も締め切り日17時必着）
○郵送・〒015-8501　由利本荘市尾崎17番地
　　　　由利本荘市総務部危機管理課 宛
○ＦＡＸ・２３－８１９１
○Ｅメール・kikikanri@city.yurihonjo.akita.jp
問い合わせ先　危機管理課　☎２４－６２３８
※電話での意見提出はお受けできません。

由利本荘市地域防災計画（修正案）への
パブリックコメント（意見）を募集します

　市民団体などが行う地域における文化・交流・
観光事業、協働のまちづくり事業および特色ある
事業で、地域の活力増進と連帯感の創出を図り地
域の活性化に効果が期待される活動・イベントな
どを実施する場合、その事業費の一部を助成します。
対象事業　地域住民が連携し、自主的、主体的に行
　う地域づくり活動・イベント事業など
事業など実施時期　平成27年４月から平成28年３
　月までの事業
補助金の額　補助対象経費の４分の３以内（環境美
　化活動等は10分の９以内）
※補助限度額50万円
補助対象とならない事業
○宗教的、観光目的や慰労目的または個人に対する
　助成事業
○市の他の助成制度に該当する事業
○修繕料、委託料、工事請負費のみの事業
提出書類・提出期限　3月6日（金）まで、「地域づくり
　推進事業補助金」事業要望書および添付書類を提
　出してください。（市ホームページからダウンロ
　ードできます）
書類の配布・提出および問い合わせ先
　地域おこし課　☎２４－６２３１、各総合支所振
　興課

市地域づくり推進事業補助金対象事業を募集市地域づくり推進事業補助金対象事業を募集

市民が行う地域づくりを市民が行う地域づくりを
応援します応援します

市民が行う地域づくりを
応援します

教
育
資
金「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

「
雪
山
八
塩
登
山
」参
加
者
募
集

「
シ
ル
バ
ー
会
員
」登
録
説
明
会
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日
時　

３
月
22
日
（日）　

13
時
半
〜

　

15
時
半

会
場　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

演
題　
「
秋
田
か
ら
世
界
へ　

可

　

能
性
へ
の
挑
戦
」

講
師　

松
宮
隆
行
氏
（
鹿
角
市
出

　

身
。
２
０
０
８
年
北
京
五
輪
陸

　

上
男
子
１
万
㍍
・
５
千
㍍
出
場
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
由
利
教
育

　

会
館　

☎
22―

４
４
２
７

　

新
消
防
庁
舎
が
美
倉
町
に
完
成

し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
19
日
（木）　

13
時
〜
16

　

時
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
総
務

　

課　

☎
22―

４
２
８
２

　

楽
し
み
な
が
ら
簡
単
に
で
き
る

ビ
オ
ラ
の
植
え
方
、
育
て
方
に
つ

い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
28
日
（土）　

10
時
〜
11

　

時
会
場　

岩
城
会
館
前

講
師　

岩
城
生
涯
学
習
奨
励
員　

　

岸
野
芳
夫
氏

参
加
料　

５
０
０
円
（
土
、
プ
ラ

　

ン
タ
ー
代
）

◎
講
座
で
使
用
す
る
ビ
オ
ラ
の
苗

　

は
参
加
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

　

す
。

定
員　

15
人
（
先
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
13
日
（金）
ま
で
、
岩
城
教
育

　

学
習
課　

☎
73―

２
４
６
８

日
時　

３
月
25
日
（水）　

９
時
〜
正

　

午
会
場　

東
光
館

対
象　

小
学
１
年
生
以
上
（
小
学

　

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

６
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
20
日
（金）
ま
で
、
東
光
館　

　

☎
23―

２
８
８
２

【
鳥
海
高
原
コ
ー
ス
】

日
時　

３
月
14
日
（土）　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

南
由
利
原
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

　

ル
ラ
ン
ド

内
容　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
・
ス
ノ
ー

　

モ
ー
ビ
ル
乗
車

参
加
料　

２
５
０
０
円
（
昼
食
、

　

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
ス
ノ
ー
シ

　

ュ
ー
、
風
呂
、
保
険
な
ど
）

【
法
体
の
滝
コ
ー
ス
】

日
時　

３
月
16
日
（月）　

10
時
〜
15

　

時
集
合
場
所　

由
利
本
荘
市
鳥
海
町

　

百
宅
給
水
場
（
弘
法
平
手
前
）

内
容　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

参
加
料　

５
０
０
円
（
ス
ノ
ー
シ

　

ュ
ー
・
保
険
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

３
月
９
日
（月）
ま
で
、
歩
こ
う
会

　

冨
樫
さ
ん　

☎
０
９
０―

２
２

　

７
９―

４
５
２
１

日
時　

３
月
21
日
（土）　

10
時
〜　

　
（
受
け
付
け
14
時
半
ま
で
）

会
場　

鶴
舞
会
館　

研
修
ホ
ー
ル

　
（
２
階
）

茶
券　

７
０
０
円
（
薄
茶
席
）

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
ソ
ロ
プ
チ

　

ミ
ス
ト
本
荘　

片
倉
さ
ん　

☎

　

22―

８
７
９
７

【
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
】

　

お
箏
の
演
奏
を
楽
し
む
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時　

３
月
14
日
（土）　

13
時
半
〜

　

14
時
半

【
親
子
で
楽
し
む
「
ひ
な
ま
つ
り

お
は
な
し
会
」】

　

ひ
な
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
絵
本

の
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
15
日
（日）　

11
時
〜
正

　

午
会
場　

亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術

　

館
参
加
料　

無
料

◎
両
日
と
も
参
加
者
は
館
内
を
無

　

料
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、抹

　

茶
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

亀
田
城
佐
藤
八

　

十
八
美
術
館　

☎
74―

２
５
０

　

０
日
時　

３
月
11
日
（水）
・
26
日
（木）　

　

13
時
〜
16
時
（
遅
刻
早
退
構
い

　

ま
せ
ん
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
人
間

　

関
係
で
足
踏
み
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

三
浦
さ
ん　

☎

　

23―

２
１
９
２
、
福
祉
支
援
課

　

☎
24―

６
３
１
５

　
「
国
保
」
の
加
入
者
全
員
が
65

歳
以
上
の
世
帯
は
、
国
民
健
康
保

険
税
を
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
「
平
成
27

年
度
国
民
健
康
保
険
税 

仮
徴
収

額
決
定
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
通
知
書
で
は
、
４
・
６
・
８

月
の
年
金
か
ら
天
引
き
に
な
る
税

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

年
間
税
額
は
、
７
月
の
「
納
税
通

知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

☎
24

　

―

６
３
０
６

　

鳥
海
ダ
ム
調
査
事
務
所
で
は
、

本
市
鳥
海
町
百
宅
地
内
に
建
設
を

予
定
し
て
い
る
鳥
海
ダ
ム
の
環
境

影
響
評
価
方
法
書
お
よ
び
同
要
約

書
を
公
告
・
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

　

縦
覧
中
の
方
法
書
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
15
日
（日）　

18
時
〜

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル　

多
目
的
ホ

　

ー
ル

日
時　

３
月
16
日
（月）　

19
時
〜

会
場　

紫
水
館

問
い
合
わ
せ
先　

国
土
交
通
省
東

　

北
地
方
整
備
局
鳥
海
ダ
ム
調
査

　

事
務
所　

調
査
設
計
課　

☎
23

　

―

５
１
２
０

　

市
の
体
育
施
設
・
文
化
施
設
を

利
用
す
る
と
き
に
減
免
を
適
用
す

る
た
め
の
、
市
民
活
動
団
体
の
登

録
有
効
期
限
は
２
年
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
の
３
月
31
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
る
団
体
は
、
早
め

に
所
管
課
で
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
申
請
書
（
予
約
申
請
を
す
る
窓

　

口
に
あ
り
ま
す
）

②
役
員
・
構
成
員
名
簿
（
予
約
申

　

請
を
す
る
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

③
団
体
の
規
約

④
総
会
資
料
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
32―
１
３
３

　

４
、
ま
た
は
そ
の
団
体
を
所
管

　

す
る
課

日
時　

３
月
７
日
（土）
・
８
日
（日）　

　

10
時
〜
15
時

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

研
修
室

問
い
合
わ
せ
先　

東
北
税
理
士
会

　

本
荘
支
部　

小
林
さ
ん　

☎
35

　

―

４
１
３
７

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

日
時　

毎
週
木
曜
日　

13
時
15
分

　

〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

３
月
11
日
（水）　

９
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
第
４

　

会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）　

９
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室　

☎
24―

６
２
５

　

１

　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
、
次
の
方
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

由
利
地
区　

佐
藤
治
さ
ん
（
☎
53

　

―

３
０
３
８
、
担
当
区
域…

新

　

上
条
）

鳥
海
地
区　

眞
坂
静
香
さ
ん
（
☎

　

58―

２
７
３
０
、
担
当
区
域…

　

猿
倉
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
１
５

　

リ
レ
ー
コ
ラ
ム
３
回
目
と
な
る

今
月
は
、観
光
の
視
点
か
ら
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
が
国
立
公

園
・
世
界
遺
産
と
ど
う
違
う
の
？
」

と
い
う
点
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。国

立
公
園
は
国
が
法
律
に
基
づ
き
景

観
を
保
全
す
る
こ
と
、世
界
遺
産

は
文
化
・
自
然
遺
産
を
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、ジ

オ
パ
ー
ク
は
、地
域
住
民
が
大
地
の

成
り
立
ち
を
学
び
知
識
を
得
る
こ

と
で
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、そ
し
て

観
光
事
業
と
し
て
も

活
用
し
、持
続
可
能

な
方
法
で
地
域
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。認
定
後
４
年
に
１

度
再
審
査
が
あ
る
の

も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
特

徴
で
す
。

　

昨
今
、観
光
客
が

求
め
る
も
の
は
観
光

施
設
か
ら
興
味
の
対
象
が
広
が

り
、そ
の
土
地
に
し
か
な
い
も
の
、

そ
こ
に
行
か
な
け
れ
ば
体
験
で
き

な
い
も
の
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
っ

て
な
い
土
地
の
魅
力
と
い
う
も
の

に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。飛
島
・
鳥

海
山
周
辺
は
そ
う
い
っ
た
魅
力
に

あ
ふ
れ
て
い
る
土
地
で
す
が
、残
念

な
が
ら
、そ
れ
ら
を
整
備
し
発
信

し
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
体
制
は

ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。ジ

オ
パ
ー
ク
と
し
て
認
定
さ
れ
る
た

め
に
は
、地
域
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
体
制
整
備
に
取
り
組
む
地

域
力
が
最
も
重
要
な
鍵
と
な
っ
て

い
ま
す
。皆
さ
ん
の
お
力
を
発
揮
し

て
い
た
だ
く
場
が
た
く
さ
ん
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、地
域
力
を

結
集
し
て
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
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暮らしのお知らせ

市
民
活
動
団
体
登
録
の

登
録
有
効
期
限
は
２
年
間
で
す

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

市
の
各
種
無
料
相
談

「
民
生
委
員・児
童
委
員
」委
嘱

「
国
民
健
康
保
険
」加
入
者
の
方
へ

鳥
海
ダ
ム
建
設
事
業
環
境
影
響

評
価
方
法
書
に
関
す
る
説
明
会

新
消
防
庁
舎
見
学
会

春
休
み
子
ど
も
陶
芸
教
室

市
民
ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

弥
生
チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会
・
バ
ザ
ー

「
ひ
な
た
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

岩
城
公
民
館
講
座

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
」

亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館
で

お
ひ
な
様
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

地
域
づ
く
り
推
進
事
業

「
市
民
に
贈
る
文
化
講
演
会
シ
リ
ー
ズ　

」
‘15

　人事院では、次のとおり国家公務員採用試験を
実施します。
　申し込み方法や受験資格などの詳しい内容は、
人事院ホームページまたは下記に問い合わせくだ
さい。
問い合わせ先　
　人事院東北事務局　第二課　試験係
　☎０２２－２２１－２０２２

国家公務員採用試験のお知らせ 試験名
総合職試験

（院卒者・大卒程度試験）
【インターネット】
4月1日（水）9時～8日（水）受信有効

第1次試験日

5月24日（日）

一般職試験
（大卒程度試験）

【インターネット】
4月9日（木）9時～20日（月）受信有効
【インターネット】
6月22日（月）9時～7月1日（水）受信有効
【郵送・持参】
6月22日（月）～24日（水）

6月14日（日）

一般職試験
（高卒者試験） 9月6日（日）

申込受付期間

▲全国に所在するジオパーク
出典：独立行政法人産業技術総合研究所

東北公益文科大学特任講師
中原　浩子  氏

○「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る　

水
と
命
の
循
環

【
第
３
回
】「
み
ん
な
で
創
ろ
う  

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
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暮らしのお知らせ

1
日

2
月

3
火

8
日

9
月

10
火

11
水

12
木

13
金

14
土

15
日

16
月

17
火

18
水

19
木

20
金

21
土

22
日

23
月

24
火

25
水

26
木

31
火

カ：カダーレ　☎22-2500　中：中央公民館　☎22-0900　ア：アクアパル　☎22-5611　総：市総合体育館　☎62-0500　シ：シーガル　☎33-2315○ ○ ○ ○ ○

4
月
の
予
定

4
月
の
予
定

33

５
施
設
の
催
事
案
内

○総 ○カ○カ○カ○カ○総○総 ○ア○カ○中 ○カ○カ○カ ○総○カ○総 ○総○カ○総 ○総○カ ○カ○カ

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

3
日　

星
空
探
訪
①　

春
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
教
室
そ
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〜
5
日
）
14
時
〜
15
時

4
日　

星
空
探
訪
①　

春
の
天
体
観
望
会
そ
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　
「
皆
既
月
食
と
春
の
星
座
」
19
時
〜
21
時

　
　

由
利
本
荘
市
に
か
ほ
市
剣
道
愛
好
者
剣
道
大
会
8
時
〜
17
時

5
日　

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｅ（
ピ
ア
ノ
発
表
会
）
13
時
〜
16
時

　
　

ミ
ニ
テ
ニ
ス
夫
婦
ペ
ア
交
流
会

8
時
〜
17
時

　
　
　
　

休
館
日

○ア

　
　
　
　

休
館
日

○ア

　
　
　
　

休
館
日

○カ

　
　
　
　

休
館
日

○ア
○ア

　
　
　
　

休
館
日

○総

　
　
　
　

休
館
日

○カ

月

30
日

29
土

28
金

27 4
水

5
木

6
金

7
土

○カ○ア○ア

○ア

　
　
　
　

休
館
日

○総

新
山
小
学
校
吹
奏
楽
部　

松
ぼ
っ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト

13
時
半
〜
16
時

第
25
回
三
道
教
室「
書
の
作
品
展
」（
〜
2
日
）

10
時
〜
18
時（
2
日
16
時
ま
で
）

障
が
い
者
相
談
会　

13
時
半
〜
15
時
半

ぽ
ぽ
ろ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
１
４　

Ｉ
Ｎ　

Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ａ　

　
　
　

Ｊ
Ｈ
Ｓ　
（
男
子
）（
バ
ス
ケ
ッ
ト
）　

8
時
〜
17
時

伝
わ
る
商
談
シ
ー
ト
作
成
・
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
正
午

ド
リ
ー
ム
テ
テ
第
6
回
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展

　
　
　
　
　
（
〜
8
日
）　

10
時
〜
17
時（
８
日
16
時
ま
で
）

〝
こ
こ
ろ
を
磨
く
〞
大
人
の
為
の
実
践
講
座

   　

人
生
に
輝
き
を　

13
時
〜　

入
場
料
あ
り

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

13
時
半
〜

第
２
回
あ
き
た
こ
ま
ち
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会
8
時
〜
18
時

ウ
イ
ッ
グ（
か
つ
ら
）展
示
即
売
会（
〜
13
日
）　

10
時
〜

由
利
本
荘
市
社
会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会　

8
時
〜
17
時

本
荘
リ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
５　

10
時
〜
17
時
半

講
演
会「
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
！

　
　
　
　

―
夕
張
再
生
に
む
け
て
―
」　

18
時
半
〜
20
時

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ「
鳳
山
学
園
」　

10
時
〜
正
午

は
っ
ぴ
ぃ
さ
あ
く
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト9

時
半
〜
15
時
半

第
16
回
ゆ
り
カ
ッ
プ
東
北
選
抜
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
会（
〜
22
日
）　

8
時
〜
18
時

由
利
本
荘
市
民
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
半
〜
15
時
半

第
３
回
草
野
健
次
自
然
体
バ
レ
ー
塾（
〜
29
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

8
時
〜
17
時（
29
日
16
時
ま
で
）

映
画「
ふ
し
ぎ
な
岬
の
物
語
」ア
ン
コ
ー
ル
上
映

14
時
半
〜
16
時
半　

入
場
料
あ
り

銃
剣
道
由
利
本
荘
市
総
合
体
育
大
会　

9
時
〜
14
時

フ
ォ
ト
鳥
海　

ル
ー
マ
ニ
ア
日
記　

橋
本
與
志
紀（
〜
4
月
5
日
）

10
時
〜
17
時（
30
日
13
時
か
ら
、4
月
5
日
16
時
ま
で
）

よ
し
の
り

　

認
知
症
を
身
近
な
も
の
と
し
て

捉
え
、
関
心
を
持
っ
て
み
ん
な
で

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

３
月
４
日
（水）　

13
時
半
〜

　

15
時
半

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル

内
容　

①
講
演
「
認
知
症
を
も
っ

　

と
知
ろ
う
」
〜
そ
し
て
最
期
ま

　

で
自
分
ら
し
く
生
き
る
〜
（
伊

　

藤
医
院
院
長　

伊
藤
伸
一
医

　

師
）、②
寸
劇
「
い
つ
も
と
ち
が

　

う
？
」
に
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？

　

〜
認
知
症
の
サ
イ
ン
〜
（
劇
団

　
「
濤
」）

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
（
長
寿
支
援
課
内
）

　

☎
24―

６
３
２
４

　　

健
康
の
維
持
増
進
と
地
域
交

流
、
競
技
振
興
の
た
め
、
ミ
ニ
テ

ニ
ス
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
主
に

初
心
者
を
対
象
に
し
た
内
容
で
す

の
で
、
大
人
・
子
ど
も
を
問
わ
ず
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
【
第
１
回
】
３
月
７
日
（土）
、

　
【
第
２
回
】
３
月
14
日
（土）　

９

　

時
〜
正
午
（
両
日
参
加
可
）

会
場　

岩
城
総
合
体
育
館

内
容　

県
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会
に
よ

　

る
実
技
講
習

◎
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ

　

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

各
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、

　

岩
城
公
民
館　

☎
73―
２
４
６

　

８

日
時　

３
月
６
日
（金）　

10
時
半
〜

　

16
時
（
申
し
込
み
不
要
）

会
場　

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ

　

ス
内
講
義
室

演
題
・
講
師　
「
モ
ー
タ
研
究
40

　

年
」
穴
澤
義
久
教
授
、「
研
究

　

は
一
人
で
す
る
も
の
？
〜
一
研

　

究
者
の
不
安
と
自
信
と
後
悔

　

〜
」
小
澤
一
文 

教
授
、「
音
を

　

測
る
〜
研
究
生
活
の
思
い
出
話

　

を
ま
じ
え
て
〜
」
佐
藤
宗
純
教

　

授
、「
三
つ
の
断
章
〜
建
築
の

　

設
計
・
研
究
・
教
育
〜
」
山
田

　

寛
次
教
授
、「
秋
田
県
へ
の
期

　

待
（
１
０
０
年
後
を
見
据
え
た

　

提
言
）」
三
品
勉
教
授

問
い
合
わ
せ
先　

県
立
大
学
本
荘

　

キ
ャ
ン
パ
ス　

総
務
・
企
画
チ

　

ー
ム　

☎
27―

２
０
０
０

認
知
症
講
演
会

な
み

ミ
ニ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
主
催
事
業

「
ミ
ニ
テ
ニ
ス
講
座
」

県
立
大
学
を
退
職
す
る
教
員
の

最
終
講
義
を
公
開
し
ま
す

◆市税・国保税の完納のために
　３月から５月までは『完納特別強調月
間』です。本年度の納期限は３月２日。今一
度、納め忘れがないかご確認をお願いしま
す。
※納め忘れがあると延滞金が加算される場
　合があります。
◆訪問督励に力を入れています
　納期内納付の督励や口座振替推進のた
め、納税相談員が未納者宅を訪問し、催告
を行っています。
　訪問して市税・国保税を徴収する場合は、
携帯端末機から出力する領収書（レシート）
を発行します。
◆「夜間相談窓口」のご活用を
　３月の水曜日と木曜日は、午後７時まで
夜間相談窓口を開設し、市税・国保税の納
付を受け付けます。また、病気や離職などや
むを得ない事情で税金を納付できないな
どの場合もご相談ください。
【開設場所】　市役所収納課
【開設期日】　３月４日、５日、11日、12日、
　18日、19日、25日、26日
問い合わせ先　収納課　☎２４－６２５６

InformationInformationInformation

（中）＝中央図書館、（岩）＝岩城図書館、（大）＝出羽伝承館、（由）＝由利図書館

〇3月の各館行事カレンダー

〇休　館　日

楽器演奏を取り入れた絵本の読み聞かせ　出演：あきたパパ絵本 チーム「パパコラボ」

絵本の読み聞かせ ほか　出演：ゆりかごの会　

由利の民話シリーズ紙芝居上演 ほか　出演：民話サークル　

絵本の読み聞かせ ほか　出演：すずめの巣

源氏を生んだ作品たち第十二回『平安文学』総括　講師：鈴木 タキ さん

外国語による絵本の読み聞かせ　出演：国境なき話し手　

由利の民話シリーズ紙芝居上演 ほか　出演：民話サークル

（中）パパコラボよみきかせ・ライブ（お話室）　

（中）おはなし会（お話室）　午前10時30分～

（由）民話紙芝居　午前10時30分～

（大）おはなしのへや　午前10時30分～

（中）古典講話（研修室１・２）　午後1時30分～ 

（中）ヨミキカセ・ワールドワイド（お話室）　午前10時30分～

（由）民話紙芝居　午前10時30分～

7日㈯

14日㈯

21日㈯

28日㈯

中央図書館

岩城図書館

10日㈫、24日㈫、31日㈫  

2日㈪、9日㈪、16日㈪、21日㈯、23日㈪、30日㈪
由利図書館

出羽伝承館

21日㈯   

2日㈪、9日㈪、23日㈪、30日㈪ 

提 出 先　中央図書館
締め切り　４月２６日（日）　
　◎作品出品票を添えてお届けください。
問い合わせ先　中央図書館　☎ 22-4900 

日　　時　３月２０日（金）　午後２時～３時
会　　場　カダーレ２階　研修室２
参 加 料　無料　　　
定　　員　20人（先着順）
申し込み・問い合わせ先　中央図書館　☎ 22-4900 

日　　時　３月１２日（木）　午後６時３０分～８時
会　　場　カダーレ３階　自然科学学習室２
講　　師　秋田就職総合研究所　代表　須田 紘彬 氏
参 加 料　無料
定　　員　２４人（先着順・どなたでも参加できます）
申し込み先　Ｗｅｂサイト「こくちーず」にて
　　　(http://kokucheese.com/event/index/261543/)
申し込み・問い合わせ先　中央図書館　☎ 22-4900 

①午前10時～
②午前11時～



◇「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

　
　
　

交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

　

高
額
な
外
来
診
療
の
受
診
や
、
入
院
す

る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」）
を
医
療
機
関

窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
支

払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
国
保
の
保
険
証
を
持
参
の
上
、
市
役

所
窓
口
に
て
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
70
〜
74
歳
の
方
で
住
民
税
非
課

税
世
帯
以
外
の
方
は
、
高
齢
受
給
者
証
の

負
担
割
合
に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額
が

請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
表
３
参
照
）
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◆
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

『
高
額
療
養
費
制
度
』
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
で
か
か
っ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
額
は
、
月
額
で
限
度
額
（
自
己
負
担

限
度
額
＝
表
１
お
よ
び
表
２
参
照
）
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
超
え
た

分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
大
き
な
病
気
や
け
が
、
慢
性
疾
患
の

治
療
費
が
か
さ
む
場
合
な
ど
に
被
保
険
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

■
申
請
の
方
法

　

①
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、市
民
課
か
ら
世
帯
主
宛
て
に
通
知（
診

療
月
の
２
カ
月
後
以
降
）
を
し
ま
す
。

　

②
通
知
書
と
国
保
の
保
険
証
、
印
鑑
、

医
療
費
の
領
収
書
、
世
帯
主
の
通
帳
を
持

参
の
上
、
市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
で
申
請

を
し
ま
す
。

　

③
市
民
課
か
ら

支
給
決
定
通
知
書

が
送
付
さ
れ
、
指

定
口
座
へ
高
額
療

養
費
が
振
り
込
ま

れ
ま
す
。

『
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
』

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
、
世
帯
内
の
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方
全
員
が
、１
年
間
（
毎

年
８
月
〜
翌
年
７
月
末
）
に
支
払
っ
た
医
療
費
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
基
準

額
（
表
４
）
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額

を
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
手
続
き
の
留
意
点

　

毎
年
８
月
〜
７
月
末
ま
で
の
間
に
次
に

該
当
す
る
方
は
、
市
役
所
窓
口
の
ほ
か
、

転
居
前
の
市
町
村
や
、
以
前
加
入
し
て
い

た
医
療
保
険
の
窓
口
へ
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
居
さ
れ
た
方

・
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
保
に
移
ら
れ
た   

　
方
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お
知
ら
せ
し
ま
す
「
国
民
健
康
保
険
」

お
知
ら
せ
し
ま
す
「
国
民
健
康
保
険
」

〔表１〕　「７０歳未満の方」の自己負担限度額（月額）　
所得区分 ３回目まで 多数該当

旧ただし書所得
901 万円超

２５２，６００円
＋（総医療費 -842,000 円）×1％

１４０，１００円 

９３，０００円

４４，４００円

４４，４００円

旧ただし書所得
600 万円超～ 901 万円以下

１６７，４００円
＋（総医療費 -558,000 円）×1％

旧ただし書所得
210 万円超～ 600 万円以下

８０，１００円
＋（総医療費 -267,000 円）×1％

旧ただし書所得
210 万円以下 

５７，６００円

オ 住民税非課税 ３５，４００円 ２４，６００円

※旧ただし書き所得とは、総所得金額などから基礎控除額を差し引いた額。
※多額該当とは、過去12ヵ月間に高額療養費の支給が4回以上あった場合の自己負担限度額です。
※同じ世帯の中で、同じ月内に一部負担金を21,000円以上支払ったことが2回以上あった場合、それ
　らの額を合算して限度額を超えた分が支給されます。

〔表２〕　「７０～７４歳未満の方」の自己負担限度額（月額）

所得区分 外来＋入院（世帯単位）外来（個人単位）

Ⅳ
現役並み所得者

（課税所得145万円以上）
４４，４００円

３回目まで 多数該当

８０，１００円
＋（総医療費－267,000 円）×1％ ４４，４００円

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

１２，０００円

８，０００円

　８，０００円

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

ア

イ

ウ

エ

〔表４〕支給基準額

〔表３〕 

〈70～74歳の方〉
　　　　　　　　　区　　　　分　　　　　　　　　　　　　　限度額
①  高齢受給者証の負担割合が「３割」となっている場合　　　　    67万円
②  ①・③・④以外の場合 　　　　　　　　　　　　　　　　　     56万円
③  世帯員全員が住民税非課税の場合 　　　　　　　　　　    31万円
④  ③のうち、世帯員全員の所得が一定以下(※1)の場合　　　　　  19万円
           　　　　　　　　　　　　　　　※1…年金収入が80万円以下など
〈70歳未満の方〉 
　　　　　　　　　区　　　　分

①  旧ただし書き所得の世帯合計が901万円超                      176万円 212万円
②  旧ただし書き所得の世帯合計が600万円～900万円以下 135万円 141万円
③  旧ただし書き所得の世帯合計が210万円～600万円以下　67万円  67万円
④  旧ただし書き所得の世帯合計が210万円以下　                 63万円  60万円
⑤  世帯員全員が住民税非課税の場合　                                34万円  34万円
※旧ただし書き所得とは、基礎控除後の総所得金額。

対象者 事前の手続き 病院・薬局などで

・７０歳未満の方
・７０～７４歳の住民税非課税世帯の方

・７０～７４歳の住民税非課税世帯以外の方

「限度額適用認定証」を窓
口に提示してください。

市民課または、各総合支所市民福
祉課で「限度額適用認定証」の交
付を申請してください。 

申請の必要はありません。 「高齢受給者証」を窓口に
提示してください。

《例えば夫婦2人世帯の場合》
［ともに72歳・住民税非課税］

軽減後…年間50万円を支払った
後、申請をすることで、基準額31
万円を超えた金額（19万円）が支
給され、年間の負担額が31万円に
軽減（上記表4【70～74歳の方】の
中の、③に該当）

軽減前…1年間で、医療保険
で25万円、介護保険で25万
円を支払い、年間負担が50
万円だった

◎
国
保
に
つ
い
て
詳
し
く
は…

市
民
課（
国
保
担
当
）☎
24
―
６
２
４
５

※多数該当とは、過去 12ヵ月間に高額医療費の支給が 4回以上あった場合の自己負担限度額です。
※区分「Ⅳ」および「Ⅲ」の方は、保険証と高齢受給者証の提示で自己負担限度額が適要されますので、
　限度額適用認定証は発行されません。

一般
（現役並みの所得者、低
所得Ⅱ、低所得Ⅰ以外）

低所得Ⅱ
（住民税非課税）

低所得Ⅰ
（住民税非課税で所得が
一定以下）

限度額
H26.8～27.7 H27.8～



  1月5日 新春商工パーティー会費 3,000
  6日 連合秋田新春賀詞交換会会費（○代 総務部長） 5,000

  9日
 市商工会鳥海支所新春懇談会会員交流会へ寸

   志（○代 小野副市長） 
3,250

   鮎川地区行政懇談会懇親会へ寸志 3,440
  10日 石脇地区町内役員新春交流会へ寸志
   （○代 石川副市長） 

3,450

  11日
 打矢洋介氏受章を祝う会会費

   （○代 石川副市長） 
10,000

  14日 企業訪問時特産品お土産 3,340
  15日 企業訪問時特産品お土産 3,286
   本間諭氏藍綬褒章受章祝賀会会費 8,000
  17日 土木部本荘・由利会親睦会へ寸志
   （○代 建設管理課長） 

5,000

  18日

 在京矢島会新年懇親会へ寸志
   （○代 石川副市長） 

30,000

   市交通指導隊本荘地区新年会会費
   （○代 市民福祉部長） 

5,000

  19日 企業訪問時特産品お土産 7,020

  20日
 連合本荘地協・本荘由利地区労福協新春団結

   旗開き会費 
2,000

 ２日㈪
   9:30～11:45 ㈱ユアテック本荘営業所 

全血献血
  15:30～16:15 ㈱ヤクシン 

 20日㈮ 13:30～16:15 由利組合総合病院 全血献血

 27日㈮
 10:00～11:45 

伊藤建友㈱パネル工場 全血献血
  13:00～15:45 

 ３日㈫  ３歳児健診 平成23年7月・8月・9月生まれ 13:00～13:30  由利福祉保健センター
  岩城・大内 ４・７・10カ月児健診 平成26年4月・7月・10月生まれ 13:00～13:15  大内保健センター
 ４日㈬    全地域 ５歳児健康相談 平成22年2月生まれ 12:45～13:00  市民交流学習センター
 ９日㈪ 本荘・西目 ２歳児歯科健診 平成24年12月生まれ 13:00～13:30  本荘保健センター
 10日㈫    全地域 ５歳児健康相談 平成22年3月生まれ 12:45～13:00  市民交流学習センター
 11日㈬ 岩城・大内 ３歳児健診 平成23年７月・8月・9月生まれ 13:00～13:15  大内保健センター
 17日㈫ 本荘・西目 ３歳児健診 平成23年9月生まれ 13:00～13:30  本荘保健センター
 18日㈬ 本荘・西目 10カ月児健診 平成26年5月生まれ 13:00～13:30  本荘保健センター

 24日㈫ 本荘・西目 ４カ月児健診 平成26年11月生まれ 13:00～13:30  本荘保健センター
   ４・７・10カ月児健診 平成26年5月・8月・11月生まれ 13:00～13:30  由利福祉保健センター
 25日㈬ 本荘・西目 １歳６カ月健診 平成25年8月生まれ 13:00～13:30  本荘保健センター

内科・小児科
休日応急診療所
午前10時～午後４時

3月の診療日と予定当番医師
日 　  医　　師　　名

▷問い合わせ先…本荘由利広域休日応急
　診療所（☎24-3917）、平日は健康管理課
　（☎22-1834）

※詳しくは、健康管理課または各総合支所市民福祉課へお問い合わせください。

日    受付時間　　　　　　　　実　施　場　所　　　　　　   備　考

◆乳幼児
　健診

※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
※3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査をしてきてください。
※本荘地域と西目地域の7カ月児健診は、個別健診となります。
※お住まいの地域で受診してください。
※当日受診できない場合や不明な点は、当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください。

◆「市長の行動」報告（1月分）
　　　　　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

（受付時間：午後3時30分まで）

献　血　　ご協力ください　　―３月献血日程―

  1日㈰  嵯　峨　泰　治
  8日㈰  佐　藤　　　護
15日㈰  小　松　徳　彌
21日㈯  松　田　武　文
22日㈰  佐　藤　利　秋
29日㈰  谷　合　久　憲

問い合わせ先
　健康管理課
　（本荘保健センター内☎22̶1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなのなの

健康ノート

◆市長交際費の報告

（１）　弔　事   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
件　　　数

合　計
支出額

支出額

６　件 115,533

（２）　会費等   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

支出日 支　　出　　内　　容

○代：代理出席
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開催日　３月18日㈬
会　場　鶴舞温泉中広間
内　容
　健康相談・血圧測定（午前９時30分～10時）
　自宅で継続できる軽体操（午前10時～11時）
参加費　無料
申し込み　不要　（タオルをお持ちください。）
問い合わせ先　健康管理課　☎22－1834

～どなたでもお気軽においでください～なた もお気軽 お だ

『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』

由利・東由利・
矢島・鳥海

実施日     対象地域　　　事　　業　　名　　　　 対　　　　象　　　　者　　　   受付時間　　　　　実施場所

由利・東由利・
矢島・鳥海

　臨床心理士による「こころの相談日」を開催します。
開 催 日　①３月11日㈬　②３月20日㈮
相談時間　10時～10時45分、11時～11時45分
　　　　　13時30分～14時15分
会　　場　本荘保健センター
　※１人45分の相談時間となります。
　※相談は予約制で1日３人までとします。
申し込み・問い合わせ先
　①３月９日㈪まで
　②３月18日㈬まで、健康管理課　☎22－1834

3月

　お茶を飲みながらみんなでおしゃべり
してみませんか。どなたでも参加できます。
日　時　３月19日㈭
　　　　　　10時～14時30分
会　場　本荘保健センター
内　容　作品づくり、健康相談など
　～楽しい企画を用意しています～
問い合わせ先　声かけボランティア事務局
　健康管理課　☎22－1834

声かけボランティアによる

においでください！にお くださ
「きてけれ～サロン」「きてけれ～サロン」「きてけれ～サロン」

　健康寿命延伸のため健康術を学びましょう。どなたで
もお気軽にお申し込みください。
日　時 ３月11日㈬14時～15時30分（受け付け13時30分～）
会　場　本荘保健センター
講　師　伊藤医院院長 伊藤伸一医師
参加費　無料　（定員70人）
申し込み・問い合わせ先
　３月10日㈫まで、健康管理課　☎22－1834

健康寿命延伸 ため健康術を学びまし う どなた

こころの健康づくり講演会こころの健康づくり講演会
『生き生き健康術、そして最期は？』『生き生き健康術、そして最期は？』

こころの健康づくり講演会
『生き生き健康術、そして最期は？』

３月１日㈰～７日㈯は３月１日㈰～７日㈯は
子ども予防接種週間です。子ども予防接種週間です。
３月１日㈰～７日㈯は
子ども予防接種週間です。
　子どもの予防接種は、計画的にお済
みですか？　上記期間中の１日㈰、７
日㈯も実施する医療機関がありますの
で、この機会に、未接種となっている予
防接種を受けましょう。
　予防接種、協力医療機関などの詳細
は下記までお問い合わせください。
　健康管理課　☎22－1834

  21日
 県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会

   市との懇談会懇親会へ寸志 
5,000

  22日 市管工事協同組合新年会へ寸志 3,480
  23日 市職労団結旗びらきへ寸志 3,482

  24日
 本荘高校同窓会・ＰＴＡ合同新年祝賀会会費

   （○代 石川副市長） 
5,000

  25日
 市社交飲食同業組合新年会会費

   （○代 観光文化振興課長） 
8,000

  27日 市長と市農業委員との農政懇談会懇親会会費 5,000

  28日
 インターバル速歩講演会講師来市時特産品お

   土産 
5,962

  29日 市優良技能者表彰式祝賀会会費 6,000

  30日
 由利本荘青年会議所新年祝賀会会費

   （○代 小野副市長） 
6,000

  31日 須田精一氏を祝う会会費 10,000
 合　計   149,710 

副市長交際費執行状況

支出額支出日 支　　出　　内　　容

  1月5日
 新春商工パーティー会費

   （両副市長出席3,000円×２人） 
6,000

  23日
 西目水産研究会研修会懇親会会費

   （小野副市長出席） 
3,000

  24日
 縄文時代の遺跡を活用した観光ビジネス研修

   会懇親会会費（小野副市長出席） 
3,500

  28日
 インターバル速歩講演会交流会会費

   （小野副市長出席） 
5,000

  29日
 市優良技能者表彰式祝賀会会費

   （両副市長出席6,000円×２人） 
12,000

合　計   29,500

  １月５日㈪

 仕事始め訓辞
   五役・部長・支所長会議
   市消防出初め式
   新春商工パーティー
  ６日㈫ あいさつ廻り（秋田市）
 
 10日㈯

 井川町長故齋藤正寧氏葬儀（井川町）
   鮎川地区行政懇談会懇親会
  11日㈰ 市成人式
 
 14日㈬

 企業訪問（東京都）
   県・県内市町村と首都圏企業との懇談会（東京都）
  15日㈭ 企業訪問（東京都）
  16日㈮ 岩城地域 市民とのふれあいトーク
  17日㈯ 本間諭氏「藍綬褒章」受章祝賀会
   市地域公共交通活性化再生協議会
  20日㈫ 鳥海地域 市民とのふれあいトーク
   連合本荘地協・本荘由利地区労福協  新春団結旗開き

  21日㈬
 本荘地域 市民とのふれあいトーク

   県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会 市との懇談会・懇親会
 
 22日㈭

 大内地域 市民とのふれあいトーク
   市管工事協同組合新年会

  23日㈮
 JA秋田しんせいより由利地域観光推進機構への寄付金贈呈式

   市職労 団結旗びらき

  26日㈪
 五役・部長・支所長会議

   西目地域 市民とのふれあいトーク

  27日㈫
 市議会臨時会

   市長と市農業委員との農政懇談会・懇親会
  28日㈬ Ｂ＆Ｇ全国サミット（東京都）
  29日㈭ 市優良技能者表彰式・祝賀会
  30日㈮ 由利地域 市民とのふれあいトーク
  31日㈯ 須田精一氏を祝う会

【持ち物】保険証、お薬手帳



〈旭日単光章〉……………
　故　伊藤　典範 さん
　　　（山本・1月 14日逝去・86歳）

          元　旧由利町議会議員

〈旭日単光章〉……………
　故　三浦　德郎 さん
　　　（矢島町立石・１月 21日逝去・87歳）

          元　旧矢島町議会議員

お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう <2月1日～15日受け付け分> どうぞ やすらかにどうぞ やすらかにどうぞ やすらかに 〈2月1日～15日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。
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須貝　直樹さん

大須賀玲子さん

小松　繁也さん

阿部　冨美さん

東海林與太郎さん

鈴木　　勇さん

鈴木スヱコさん

（二番堰・63歳）

（石脇・73歳）

（山内・52歳）

（出戸町・94歳）

（親川・90歳）

（石脇・77歳）

（出戸町・88歳）

吉田　チヱさん

土田　專一さん

三浦　貞子さん

佐藤ハツヨさん

吉田　幸助さん

木内　キエさん

佐藤　正男さん

（大鍬町・90歳）

（矢島町元町・80歳）

（矢島町木在・86歳）

（矢島町城内・93歳）

（岩城勝手・78歳）

（東鮎川・90歳）

（東中沢・67歳）

榎本　春雄さん

佐々木安次郎さん

木原　　平さん

齊藤　輝子さん

佐々木カネミさん

伊藤　光子さん

遠藤　トシさん

（前郷・86歳）

（岩谷町・85歳）

（高尾・79歳）

（岩谷町・74歳）

（平岫・88歳）

（岩谷町・86歳）

（長坂・88歳）

宮崎　まゆさん

吉川　吉一さん

佐々木トモさん

佐々木政五郎さん

釡台喜代春さん

土谷　正志さん

菅野　運七さん

（大谷・95歳）

（東由利田代・65歳）

（東由利宿・100 歳）

（西目町海士剝・78歳）

（西目町出戸・80歳）

（西目町出戸・80歳）

（鳥海町上笹子・81歳）

佐藤キクミさん

佐藤　愼三さん

（鳥海町中直根・87歳）

（鳥海町上笹子・80歳）

佐藤忠三郎さん

中山ナヲミさん

新井さつ子さん

齋藤　サダさん

井島ミヨヱさん

佐藤　武雄さん

遠藤　スミさん

（大鍬町・91歳）

（砂子下・83歳）

（鶴沼・76歳）

（大鍬町・91歳）

（湯沢・90歳）

（笹道・85歳）

（畑谷・91歳）

佐々木ミネさん

土田ミツヱさん

三浦　茂和さん

眞坂やえ子さん

伊藤慶二郎さん

小松ユキ子さん

鎌田　ユキさん

（親川・87歳）

（薬師堂・94歳）

（砂子下・63歳）

（石脇・65歳）

（大鍬町・89歳）

（柳生・75歳）

（浜三川・90歳）

お
た
よ
り
よ
り

お
た
よ
り

髙
橋

〜

吉田　　怜ちゃん（琢磨さん）薬師堂

嵯峨　侑成ちゃん（盛二さん）東梵天

東海林亮佑ちゃん（大介さん）藤崎

鈴木　斗真ちゃん（真人さん）石脇

髙橋　達実ちゃん（博幸さん）石脇

中村　龍聖ちゃん（智明さん）内越

小松莉來翔ちゃん（武史さん）玉ノ池

佐藤　莉愛ちゃん（教亨さん）一番堰

佐藤　理真ちゃん（仁宏さん）矢島町舘町

佐々木誠之介ちゃん（隼人さん）川西

大久保希美ちゃん（ 司 さん）新上条

佐々木奏太ちゃん（ 翼 さん）西目町出戸

齋藤愛咲陽ちゃん（正美さん）西目町沼田

　　れい

ゆうせい

りょうすけ

とうま

たつみ

りゅうせい

り　く　と　　

り　あ

り　ま

　　せいのすけ

のぞみ

かなた

あ　さ　ひ　　

「記念講演」を開催します「記念講演」を開催します
　由利本荘市誕生十周年記念式典終了後、古田敦也氏による記念講演を開催します。記念
式典出席者以外の空席（２階席の一部）を一般席として開放します。ご希望の方は入場整
理券が必要となりますので、本庁舎および各総合支所へお越しください。

問い合わせ先　総合政策課　☎24-6226

日　　時　平成27年3月22日（日曜日）午後3時20分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（式典終了後）
会　　場　文化交流館カダーレ　大ホール

講　　師　元東京ヤクルトスワローズ選手兼任監督　古田敦也氏

演　　題　「勝負の世界で勝つためには」

整理券発行期日　平成27年3月6日（金）から　
　　　※満席になり次第終了となります。

整理券発行場所　総合政策課（本庁舎３階）、各総合支所振興課
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